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あ
る

四

条
金

吾
頼
基
の

日

蓮

観
を

記
し

た

も
の

と
み

る

の

が

妥
当
だ、

と

考
え
る

か

ら
で

あ
る

。

未

再
治
本
に

は

み

ら

れ

な
い

、

日

蓮
を

「

上
行
菩

薩
」

そ

の

も
の

と

す
る

記
述
が

再
治
本
に

み

ら

れ

る

の

も
、

よ

り
正
確
を

期
し
て、

信

奉
者

、

殊
に

当
事
者
の

日

蓮

観
を
書
き
加
え
た
も
の
、

と
み

て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

日

蓮
に

お

け
る

無
戒
思
想
の

宗

教
的

意
味

北

　
川

　
前

　
肇

　
一
　

末
法
は

無
戒
の

時

代

　

日
蓮
（
一

二

二

ニ

ー
入
二
）

が
仏
滅

年
代
を
起
算
す
る

根
拠
は
、

唐
の

法
琳
（
五
七

ニ

ー
六
四
〇）

の

『

破
邪

論
」

ト
巻
（
大
正
蔵
経
第
五

卜
二

巻
四
七

八
真
b
）

に

引
用
す
る

『

周
書
異
記
』

の

「

周
の

穆
王
五

十
二

年
、

壬

申
の

歳、
一
一
月
十
五

日
」

に

あ
る

。

こ

の

仏
滅
年
代
は
紀
元
前
九

四
九

年
に
当
た
り、

正
法
時
代
一

千

年
、

像

法
時
代
一

千
年、

末
法
時
代
】

万

年
の．．一
時
説
に

従
え
ば
、

末
法
初
年
は

日

本
の

永
承
七

（

一

Q
五

二
）

年

に

当
た

る
。

こ

の

よ

う
に
日
蓮
が
「
周
書

異
記
』

に

よ

っ

て

仏
滅
年
時
を

確
認
し
、

自
ら

活
動
し
て

い

る

時
代
を

末

法
の

は

じ

め

と

認
識
し
て

い

る

こ

と

は
、

『

災
難

興
起
由

来
』

に

こ

の

文
を

引
用
（
『

昭
和
定
本
日
蓮

聖
人

遺
文
』

〈

以
下
「
昭

和
定
本
』

と

略
称
〉

一

五

九
頁）

し

て

い

る

こ

と
、

さ

ら

に

建
治
二

く

一

二

七

六
V

年
に

著
し
て

い

る

『

報
恩
抄
』

に
、

　

　
一

閻
浮
提
の

内
に

仏
滅
後
二

千
二

百
二

十
五

年
が

問、

一

人
も

唱
へ

　

　
ず

。

日
蓮
一

人
南
無
妙
法
蓮
華
経
・

南
無
妙
法
蓮

華
経
等
と

声
も
を

　

　
し

ま
ず
唱
ふ

る

な
り。
　
　
　
　
　
（
『

昭
和
定
本
」

｝

二

四

八

頁
）

と

明
記
し

て

い

る

こ

と
か
ら
も
そ
の

こ

と
が

知
ら
れ

る
。

　

で

は
、

こ

の

末
法
の

仏
教
的

様
相
は
、

ど
の

よ

う
な
も
の

で

あ
っ

た
の

か
を
た

ず
ね
て

み

る
と
、

「

大
方
等
大
集
経
』

第
五

十
五

巻
の

「

分
布
閻

浮

提
品
」

に

は
、

第
五

の

五

百
年
を

「

闘

諍
言
訟
白
法
隠

没
」

（

大
正
蔵

経

第
十
三

巻
三

六一．一
頁
b
）

と

規
定
し、

仏
教
界
の

み

な
ら
ず
世
間
の

争

乱
が
あ
る

と
明
記、

し
か
も
釈
尊
の

正
法
が
隠
れ
て

し
ま
う
と

い

う
の

で

あ
る

。

　

日

蓮
は

こ

の

「

闘
諍
言
訟
白
法
隠
没
」

を
依
用
す
る

と

同
時
に、

伝
教

撰
述
と
伝
え
る

「

末
法
灯
明
記
』

の

記
す
「

末
法
無
戒
」

（

「

伝
教
大
師
全

集
』

第
一

巻
四
一

八

頁）

の

説
を

受
容
し
て

い

る
の

で

あ
る

。

　

た
と
え
ば

檀
越
の

南
条
兵

衛
七

郎
に

ワ
え
た

書
簡
の
一

節
に

は
、

「

像

法

千
年
の

後
は

末
法
万
年

。

持
戒
も
な
し
破
戒
も
な
し、

無
戒
の

者
の

み

国
に

充
満
せ

ん
。

而
も
濁
世
と

申
し
て

み
だ

れ
た
る

世
也
」

（
『

昭
和
定
本
』

三

二

二

頁）

と

明
記
し
て

い

る

こ

と

か

ら
も
そ
の

こ

と

が
う
か

が
え
る

。

　
で

は
、

円
蓮
は
「

末
法
無
戒
」

説
に

対
し
て、

ど

の

よ

う
に

こ

の

思
想

を

超
克
し

よ

う
と

し
て

い

る

の

で

あ
ろ

う
か

。

　
二

　
末
法
無
戒
思
想
の

超
克

　
『

末
法
灯
明

記
』

に
は
、

末
法
に

「

持
戒
」

が
あ
る

と

す
れ
ば
こ

れ
は

寄
異
な
こ

と

で
、

街
に

虎
が

出
没
す
る

と

い

う
よ

う
な
も
の

で
、

信
じ
難

い

こ

と

で

あ
る

と

い

う
の

で

あ
る
。

つ

ま
り、

末
法
は

無
戒
の

者
の

み
が

存
在
す
る

と

い

う
の

で

あ
る

。

し

か
も
日
蓮
は

こ

の

「

市
の

虎
」

に

つ

い

て

説
示
し

て

い

る
。

　
み

ず
か

ら
「

法
華
経
の

行
者
」

と

称
す
る

日
蓮
は
、

こ

の

無
戒
思
想
を

そ
の

ま
ま

全
面
肯
定
す
る

の

で

あ
ろ

う
か

。

そ
の

視
点
か

ら

日
蓮
遺
文
に

た

ず
ね
て

み

る

と
、

『

一

代
聖

教
大
意
』

に

は
、

末

法
に

戒
を

持
つ

こ

と
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が
な

く
て

も、
「

持
戒
の

者
」

と

見
な
す
経
証
と

し
て
、

『

法
華
経
』

見
宝

塔
品
の

偈
頌
に

当
た

る

「

是
則
勇
猛
　
是
則
精
進
　
是

名
持
戒

　
行
頭
陀

者
」

（
『

昭
和
定
本
』

七

〇

頁）

の

文
を

引
用
し

、

法
華
経
と
い

う
教
法
を

保
つ

こ

と

が
「

持
戒
」

に
当
た

る

と

明
示
す
る

。

つ

ま

り、

末
法
に

お
け

る

教
法
受
持
こ

そ
が

「

持
戒
」

に

ほ

か

な
ら

ず
、

仮
り
に

五

戒

等
を

持
つ

と

し
て

も、

そ
れ
は

持
戒
と

見
な
さ
な
い

と
い

う
の

で

あ
る

。

つ

ま

り、

教
法
と

戒
律
と

を
相
対
化
す
る

と

き、

戒
律
を

持
つ

者
は

末
法
に

は

存
在

し

な
い

と
い

う
「

末
法
無
戒
」

を

受
容
し、

こ

れ

に

代
わ

る

の

が
「

教
法

受
持
」

、

あ
る

い

は

「

正

法
護
持
」

に

あ
る
と

認
識
し
て

い

る
の

で

あ
る

。

こ

れ
を

援
証

す
る

根
拠
と
し
て

、

『

大
般

涅
槃
経
』

如
来
性
品
（
大
正
蔵

経
第
十
二

巻
四
〇

〇

頁
c
）

に
、

教

法
を

受
持
こ

と

に

ゆ
る

や
か

（

乗

緩）

な
立
場
は

、

正
法
を
持
つ

者
に
不
熱
心
な
者
で

あ
り、

戒
律
に

ゆ
る

や

か
（
戒
緩）

な
者
は

、

正
法
護
持
に

不
熱
心
な
者
と

規
定
し
な
い

と
い

う
。

つ

ま

り、

末

法
に

お

い

て

熱
心
に

正

法
を

信
奉
す
る
こ

と

が

「

持

戒
」

に

ほ
か
な
ら
な
い

と

規
定
し、

こ

こ

に

「

末
法
無
戒
思
想
」

を
超
克

す
る
立
場
が
知
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

日

興
門

流
に

お

け
る

諌
暁
活
動
の

展
開本

　
間

俊

文

　
日
蓮
滅

後、

六

老
僧
を
は

じ

め
と
す
る
日

蓮
門
下
諸

師
は

権
力
者
に

対

し
て

謗

法
対
治
と
正

法
建
立
を

要
請
す
る

申
状
を
提
出
し、

国
家

諌
暁
を

展

開
し
た

。

特
に

日

興
を

門
祖
と
す
る

日

興
門
流
に

お
い

て

は

そ
の

活
動

が

顕
著
で

あ
り

、

門
流
内
に

お

け
る

教

化
活
動
の
一

つ

と
し
て

国
家
諌
暁

が

位
蒿
付

け
ら
れ

て

い

た

様
子
が

窺
え
る
。

　
日

興
滅

後
、

日
興
門
流

諸
師
は

相
次
い

で

国
家
諌
暁
を

実
行
し
た

。

そ

れ

ら
の

諌

暁
活
動
は
、

特
に

日
興
入
滅
直
後
十
数
年
の

間
に
集
中
し
て

行

わ
れ
た

こ

と
が

確
認
で

き
る

。

こ

の

期
間
に

提
出
さ
れ

た

日
興
門
流
諸
師

の

申
状
を

見
る

と
、

そ
の

多
く
は

公
家
に
対
し
て

提
出
さ
れ
て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

ロ

興
門
流
に

お

い

て

度
々

公
家
奏
聞
が

行
わ

れ
た

の

は
、

鎌

倉
幕
府
崩
壊
後
の

政
権
の

京
都
移
行
に

よ

る

と

こ

ろ

だ

け
で

な
く、

日

興

の

生

前
か

ら
の

公
家
奏
聞
の

遺
志
を

果
た

す
た

め
で

も
あ
っ

た

と
考
え
ら

れ
、

さ
ら

に
は

妙
顕
寺
凵
像
が

早
く
か
ら

京
都

に
弘

通
し、

建
武

元

年

（

＝
二 、
二

四）

に

妙
顕
寺
が

日
蓮
教

団
最
初
の

勅
願

寺
と

し
て

公
認
さ
れ

た

こ

と

も
ま
た

公

家
奏
聞
を

促
す
要
因
の
一

つ

と

な
っ

た

と

推
測

さ
れ

る
。

　

日
蓮
門
下
の

申
状
は
、

主
に

天
下
泰
平
国
土
安
穏
実

現
の

た
め
に

謗
法

対
治
し、

正
法
・

法
華
経
へ

の

帰
依
を

要
請
す
る
内
容
で

記
さ
れ
る

。

ま

た

申
状
の

多
く
に
は

副
進
書
と

し
て

日
蓮
の

「

立
正
安

国
論
」

が
副
え
ら

れ
て

い

る
。

日
蓮
門
下
が

国
家

諌
暁
に

よ
っ

て

求
め

た

謗
法
対
治
・

正

法

帰
依
は

『

立
正

安
国
論
』

に

主

張
さ
れ
る
精
神
そ
の

も
の

で

あ

り
、

門
下

は

『

立
正

安
国
論
』

を
副
進
す
る

こ

と

で、

自
身
の

申

状
の

主

張
を

強
調

さ
せ

よ

う
と

し
た
と

考
え
ら
れ
る

。

日
興
門
流
諸

師
の

申
状
は

、

そ

の

ほ

と

ん

ど
に

お

い

て

帰
依
す
べ

き
正
法
・

法

華
経
を

「

法
華
本
門
ノ

正

法
」

等
と

表
記
し
て

い

る
と

こ

ろ

に

特
徴
が
あ
る

。

ま
た
そ
の

副
進

書
は

『

立

正

安
国
論』

の

他
に、

公

家
宛

申
状
に

は
日
興
筆
と

さ
れ

る

『

三

時
弘
経

次
第
『

（
ま
た

は

『

三

時
弘
経
図
』

）

が
ほ
ぼ
共
通
し
て

副
え
ら
れ
、

さ
ら

に

凵

興
・

日
目
を
は

じ
め
と

す
る

先
師
の

申
状
も

副
進
さ
れ

る
。

『

三

時

弘

経
次

第』

と

は
天
皇
に

対
す
る

教
化
の

次

第
が

記
さ

れ
た

も
の

で
、

末
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